
Ｊ
Ｒ
藤
島
駅
舎
の
改
築

も
順
調
に
進
み
、

月
中

11

に
改
築
業
者
か
ら
Ｊ
Ｒ
に

引
き
渡
し
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
す
。

藤
島
駅
は
、
１
９
１
８

(

大
正
７)

年
９
月

日
開

21

業
し
、
当
日
は
大
賑
わ
い

で
花
屋
台
も
出
て
、
乗
降

客
は
５
０
０
０
人
ほ
ど
だ

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
開
業
に
と
も
な
っ

て
、
渡
前
倉
庫
・
山
居
倉

庫
藤
島
支
庫
・
丸
通
・
荘

内
銀
行
藤
島
支
店
な
ど
も

で
き
、
商
店
も
軒
を
並
べ
、

駅
前
町
内
会
も
上
藤
島
か

ら
独
立
し
設
立
さ
れ
ま
し

た
。地

元
住
民
が
実
行
委
員

会
を
結
成
し
、「
藤
島
駅
舎

の
改
築
お
よ
び
開
業

周
98

年
記
念
の
集
い
」
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

☆

☆

☆

「
藤
島
駅
舎
改
築
お
よ
び

開
業

周
年
記
念
の
集
い
」

98

日
時
：

月

日
（
日
）

10

30

時
に
新
駅
舎
集
合

16

場
所
：
駅
前
町
内
会
館

講
話
：「
思
い
出
す
こ
と
」

長
南

忠
さ
ん

祝
宴
：

時

分
～

16

30

会
費
：
１
５
０
０
円

実
行
委
員
長
：
渋
谷
吉
二

後
援
：
駅
前
町
内
会

参
加
希
望
の
方
：
阿
部
毅

（
ア
ベ
オ
イ
ル
：

・
４

64

５
８
２
）
に

月

日
ま

10

23

で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

2016年10月16日
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が
深
刻
に
な
り
農
家
の
供

出
米
に
強
権
発
動
が
な
さ

れ
、
割
り
当
て
未
完
納
者

は
立
ち
入
り
検
査
を
受
け

飯
米
ま
で
供
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

未
完
納
者
は
家
財
を
は

た
い
て
供
出
し
て
い
た
。

私
の
働
い
て
い
た
日
向

家
も
そ
う
で
、
不
足
米
を

調
達
す
る
た
め
遠
い
親
戚

を
頼
っ
て
責
任
を
果
た
し

て
い
た
。

農
地
解
放
そ
し
て
強

権
発
動

昭
和

年
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
司

22

令
部
に
よ
り
長
い
小
作
制

度
か
ら
自
作
農
制
度
に
変

わ
り
地
主
が
廃
止
さ
れ
た
。

ど
こ
の
地
主
も
同
じ
だ

と
思
う
が
、
生
産
性
の
高

い
農
地
は
小
作
に
出
し
、

屋
敷
廻
り
耕
作
不
適
地
は

農
雇
を
使
っ
て
耕
作
し
て

い
た
。

昭
和

年
、
食
糧
不
足

22

Ｊ
Ｒ
羽
越
本
線
（
新
津
駅
～
秋
田
駅
）

庄
内
の
各
駅

開
業
年
月
日

鼠
ヶ
関
駅

１
９
２
３
年
（
大
正

年
）

月

日

12

11

23

小
岩
川
駅

１
９
４
４
年
（
昭
和

年
）

月

日

19

12

11

あ
つ
み
温
泉
駅

１
９
２
３
年
（
大
正

年
）
３
月

日

12

18

五
十
川
駅

１
９
２
３
年
（
大
正

年
）
３
月

日

12

18

小
波
渡
駅

１
９
５
０
年
（
昭
和

年
）
２
月
１
日

25

三
瀬
駅

１
９
２
２
年
（
大
正

年
）
５
月

日

11

22

羽
前
水
沢
駅

１
９
２
６
年
（
大
正

年
）
９
月
５
日

15

羽
前
大
山
駅

１
９
１
９
年
（
大
正
８
年
）

月
５
日

12

鶴
岡
駅

１
９
１
９
年
（
大
正
８
年
）
７
月
６
日

藤
島
駅

１
９
１
８
年
（
大
正
７
年
）
９
月

日
21

西
袋
駅

１
９
５
０
年
（
昭
和

年
）
３
月

日

25

15

余
目
駅

１
９
１
４
年
（
大
正
３
年
）
９
月

日
20

北
余
目
駅

１
９
６
４
年
（
昭
和

年
）
２
月
１
日

39

東
酒
田
駅

１
９
５
８
年
（
昭
和

年
）

月

日

33

12

25

酒
田
駅

１
９
１
４
年
（
大
正
３
年
）

月

日

12

24

本
楯
駅

１
９
１
９
年
（
大
正
８
年
）

月
５
日

12

南
鳥
海
駅

１
９
５
２
年
（
昭
和

年
）
１
月

日

27

16

遊
佐
駅

１
９
１
９
年
（
大
正
８
年
）

月
５
日

12

吹
浦
駅

１
９
２
０
年
（
大
正
９
年
）
７
月

日
20

Ｊ
Ｒ
陸
羽
西
線
（
新
庄
駅
～
余
目
駅
）

庄
内
の
各
駅

開
業
年
月
日

清
川
駅

１
９
１
４
年
（
大
正
３
年
）
６
月

日
14

狩
川
駅

１
９
１
４
年
（
大
正
３
年
）
８
月

日
16

南
野
駅

１
９
５
９
年
（
昭
和

年
）
５
月

日

34

15

余
目
駅

１
９
１
４
年
（
大
正
３
年
）
９
月

日
20

し
か
か
り
、
列
車
の
ゴ
ト

ン
ゴ
ト
ン
と
い
う
響
き
が

聞
こ
え
て
く
る
。

い
き
な
り
下
駄
を
脱
ぎ

裸
足
と
な
っ
て
駅
へ
全
力

疾
走
。
駅
舎
の
跨
線
橋
を

渡
る
時
間
が
な
い
。
改
札

を
す
り
抜
け
、
下
り
線
の

線
路
に
出
る
。
汽
車
の
左

側
ド
ア
を
こ
じ
開
け
デ
ッ

キ
で
押
し
合
い
へ
し
合
い

し
て
い
る
乗
客
の
間
に
何

と
か
も
ぐ
り
込
む
。
次
の

鶴
岡
駅
で
下
車
。
上
り
大

山
方
面
へ
乗
り
込
む
人
は

ま
ば
ら
の

人
程
度
。

10

学
校
の
帰
り
は
鶴
岡
駅

へ
向
か
う
。
上
り
に
乗
る

の
は
楽
だ
が
下
り
は
難
事

業
。
乗
車
率
１
５
０
㌫
。

汽
車
の
開
け
放
た
れ
た
窓

枠
に
は
何
十
人
も
の
乗
客

が
鈴
な
り
。
脚
は
当
然
車

内
だ
が
窓
の
上
枠
に
両
手

で
し
っ
か
り
つ
か
ま
り
、

Ｄ
51

Ｊ
Ｒ
藤
島
駅
が
全
面
改

築
中
だ
。

私
は
昭
和

年
６
月
か

20

ら

年
３
月
ま
で
鶴
岡
の

25
学
校
に
通
う
た
め
国
鉄
の

上
り
下
り
の
汽
車
で
往
復

し
て
い
た
。

名
前
の
知
ら
れ
た
Ｄ
51

を
始
め
、
頭
に
Ｄ
や
Ｃ
の

つ
い
た
蒸
気
機
関
車
が
牽

引
す
る
貨
客
列
車
だ
。

大
川
渡
の
自
宅
の
斜
め

向
か
い
に
２
学
年
先
輩
の

Ｔ
さ
ん
が
居
た
。
朝
Ｔ
さ

ん
に
寄
り
、
連
れ
立
っ
て

藤
島
駅
へ
向
か
う
。
途
中

の
古
郡
で
鶴
工
生
の
Ｒ
君

や
庄
農
生
の
Ｙ
君
と
時
々

合
流
す
る
。

み
ん
な
朝
寝
坊
で
汽
車

時
間
に
ギ
リ
ギ
リ
。
町
に

入
り
藤
浪
橋
に
到
着
す
る

頃
、
上
り
列
車
は
藤
島
川

下
流
の
八
色
木
鉄
橋
に
さ

背
中
は
完
全
に
外
に
は
み

出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

機
関
車
の
後
部
に
は
燃

料
の
石
炭
が
満
載
。
青
空

天
井
で

数
人
が
し
ゃ
が

10

ん
で
座
れ
る
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
。
定
数
分
よ
じ
登
る
。

こ
こ
が
満
載
に
な
る
と

機
関
車
の
先
端
部
分
に
数

人
収
容
で
き
る
程
の
広
さ

が
あ
り
、
そ
の
中
心
部
分

に
高
さ
１
・
５
㍍
、
直
径

㌢
程
の
鉄
の
支
柱
が
立

15っ
て
い
る
。
駅
員
が
私
た

ち
生
徒
に
声
を
か
け
、
こ

の
〝
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
ペ
ー

ス
〟
に
案
内
し
て
く
れ
た
。

あ
の
頃
上
京
す
る
に
は

藤
島
駅
午
後
５
時
頃
に
上

り
乗
車
、
上
野
駅
着
は
翌

朝
７
時
頃
だ
っ
た
。
東
京

に
宿
泊
す
る
に
は
自
分
で

食
べ
る
米
を
地
元
か
ら
持

っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

配
給
制
度
の
下
、
米
の

売
買
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

警
官
隊
が
客
車
に
踏
み
込

ん
で
来
て
、
本
人
の
承
諾

も
得
ず
客
の
荷
物
を
手
当

た
り
次
第
か
き
回
し
、
統

制
物
資
が
隠
さ
れ
て
い
な

い
か
臨
検
し
、
米
を
見
つ

け
次
第
没
収
し
て
い
た
場

面
に
何
度
も
遭
遇
し
た
。

改築中のJR藤島駅。15日から新
駅舎の窓口で乗車券の販売開始



今
年
の
２
月
、
成
澤
功

さ
ん
が｢

民
報
藤
島｣

に「
昭

和
も
遠
く
・
特
高
」
と
い

う
内
容
で
、
自
分
の
縁
戚

に
あ
た
る
阿
部
正
雄
さ
ん

が
、
権
力
を
後
ろ
盾
に
し

た
特
高
警
察
に
よ
る
逮
捕

・
拷
問
を
受
け
て
ブ
タ
箱

(

警
察
の
留
置
場)

暮
ら
し
、

起
訴
後
に
東
京
拘
置
所
や

秋
田
刑
務
所
に
閉
じ
込
め

ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
書

い
て
く
れ
ま
し
た
。

阿
部
正
雄
さ
ん
っ
て
、

と
気
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
ま
ま
成
澤
さ
ん
に
尋

ね
る
事
も
無
か
っ
た
の
で

す
が
、
一
昨
年
、
つ
る
お

か
・
た
が
わ
九
条
の
会
か

ら
発
行
さ
れ
た｢

平
和
へ
の

証
言｣

第
３
集
の
中
に
、｢

こ

ん
な
生
涯
ー
私
と
治
安
維

持
法｣

と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
、
生
い
立
ち
か
ら
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
指
令
に
よ
る
刑

執
行
停
止
に
よ
っ
て
釈
放

さ
れ
る
ま
で
の
こ
と
、
帰

郷
後
は
教
員
生
活
を
送
り

な
が
ら
平
和
運
動
に
参
加

を
し
て
き
た
事
な
ど
に
つ

い
て
阿
部
さ
ん
が
書
き
遺

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

逮
捕
さ
れ
た
理
由
は｢

日

本
は
こ
の
戦
争
に
負
け
る｣

と
、
口
に
し
た
だ
け
。
劣

悪
な
環
境
の
下
に
置
か
れ

も
う
ダ
メ
か
と
思
い
始
め

た
頃
に
、
日
本
の
敗
戦
に

よ
っ
て
助
か
っ
た
と
い
う

こ
と
。

阿
部
さ
ん
は
酒
田
の
地

主
の
家
に
生
ま
れ
た
が
、

年
貢
を
納
め
に
来
る
小
作

人
の
姿
に
社
会
へ
の
疑
問

を
感
じ
た
よ
う
で
し
た
。

阿
部
正
雄
さ
ん
に
直
接
関

係
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、あ
る
お
寺
の
住
職
さ

ん
が
書
い
た
本
の
中
に
お
釈

迦
様
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て

書
か
れ
た
一
節
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、お
釈
迦

様
も
裕
福
な
家
庭(

当
時
の

裕
福
と
い
う
物
差
し
は
判
ら

な
い
が)

に
生
ま
れ
、
冬
・

夏
・
雨
季
に
住
み
替
え
る
た

め
に
宮
殿
を
３
か
所
も
所
有

し
て
い
た
と
い
う
。

し
か
し
、社
会
の
矛
盾
や

人
生
の
生
き
様
に
悩
ん
で
出

家
。２

５
０
０
年
前
に
生
ま
れ

た
と
い
わ
れ
る
お
釈
迦
様
と

阿
部
正
雄
さ
ん
を
並
べ
る
の

は
不
見
識
と
も
思
う
が
、人

間
は
同
じ
な
の
か
も
し
れ
な

い
。多

く
の
人
々
を
苦
し
め
た

特
高
警
察
官
達
。自
分
が
犯

し
た
罪
に
眠
れ
ぬ
夜
を
過
ご

さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

自
民
党
の
白
紙
領
収

書
大
泣
き
の
議
員
が
辞
職

し
て
尚
・
裁
判
で
有
罪
に

な
っ
た
の
は
、
国
民
が
広

く
知
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す

が
、
金
を
誤
魔
化
す
政
治

家
が
多
い
ん
で
す
ネ
ー
。

▲
近
頃
ま
で
注
目
さ
れ
て

い
た
の
が
富
山
市
議
会
で

し
た
。
出
る
は
出
る
は
で

人
も
辞
職
し
た
が
、
こ

12ち
ら
の
不
正
は
領
収
書
の

金
額
に
一
桁
書
き
加
え
る

と
言
う
や
り
方
が
多
か
っ

た
よ
う
だ
。
こ
う
し
て
浮

か
せ
た
金
で
「
私
は
酒
が

好
き
な
も
ん
だ
か
ら
」
と

言
っ
た
議
員
も
い
た
っ
け

が
、
な
ん
か
言
い
訳
な
ん

で
し
ょ
う
か
ネ
ー
。

▲
今
度
は
国
会
だ
。
大
臣

な
ど
が
領
収
書
を
自
分
で

書
い
て
い
た
と
言
う
の
を

共
産
党
の
小
池
議
員
が
と

り
あ
げ
、
当
然
問
題
に
な

っ
た
。
自
民
党
で
は
、
パ

ー
テ
ー
の
受
付
が
混
雑
す

る
の
で
、
白
紙
の
領
収
書

を
渡
す
こ
と
が
慣
例
に
な

っ
て
い
る
と
言
う
の
だ
。

▲
こ
れ
を
正
当
化
す
る
た

め
に
「
発
行
者
側
の
領
収

書
作
成
法
が
法
律
で
規
定

さ
れ
て
な
い
か
ら
」
こ
れ

で
い
い
ん
だ
と
、
政
治
資

金
を
所
管
す
る
高
市
と
い

う
大
臣
が
言
っ
て
た
ゼ
。

▲
こ
れ
を
テ
レ
ビ
で
見
て

い
て
「
バ
カ
コ
ク
で
ね
ー
」

と
言
っ
た
の
は
、
俺
だ
け

だ
ろ
う
か
。
だ
っ
て
領
収

書
と
い
う
も
の
は
古
来
よ

り
、
こ
れ
だ
け
貰
っ
た
ヨ

と
い
う
貰
っ
た
側
が
出
す

証
明
書
で
し
ょ
う
ヤ
。
オ

ラ
ー
こ
の
こ
と
に
法
律
が

い
る
と
い
う
言
っ
た
大
臣

の
頭
を
疑
っ
た
ネ
ー
。

▲
金
額
を
自
分
で
書
く
の

だ
か
ら
ナ
ン
ボ
と
書
こ
う

と
勝
手
な
ん
だ
ヨ
。
し
か

し
、
会
費
と
い
う
の
は
誰

で
も
同
じ
金
額
と
思
っ
て

い
た
が
、
領
収
書
の
写
し

で
は
、
同
じ
会
に
出
て
も

幹
事
長
と
防
衛
大
臣
で
は

額
が
違
う
ん
だ
っ
た
ネ
ー
。

▲
こ
ん
な
デ
タ
ラ
メ
も
数

の
横
暴
で
押
し
通
す
の
か
。

こ
れ
を
許
す
な
ら
政
治
資

金
規
正
法
は
本
当
に
立
派

な
ザ
ル
法
だ
ゼ
。（
石
川
）

て
必
要
な
指
示
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。次
条
で
、「
何

人
も
、
法
律
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、（
中
略
）
国

そ
の
他
公
の
機
関
の
指
示

に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
も
の
。
唯
一

の
立
法
機
関
で
あ
る
国
会

を
無
視
し
、
総
理
大
臣
の

判
断
で
命
令
を
つ
く
り
国

民
に
指
示
し
従
わ
せ
て
独

裁
政
治
が
で
き
る
仕
組
み

で
す
。

こ
れ
は
明
治
憲
法
の
勅

令
復
活
で
す
。
勅
令
と
は

天
皇
の
大
権
で
、
緊
急
の

必
要
に
よ
り
、
帝
国
議
会

は
こ
こ
に
新
た
に
「
緊
急

事
態
条
項
」
を
入
れ
ま
し

た
。「

内
閣
総
理
大
臣
は
、（
中

略
）
社
会
秩
序
の
混
乱
、

地
震
等
に
よ
る
大
規
模
な

自
然
災
害
そ
の
他
の
法
律

で
定
め
る
緊
急
事
態
に
お

い
て
、（
中
略
）
緊
急
事
態

の
宣
言
を
発
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
い
う
も
の
で
、

つ
ぎ
の
第

条
で
「
緊
急

98

事
態
の
宣
言
を
発
」
せ
ら

れ
た
と
き
は
、（
中
略
）
内

閣
は
法
律
と
同
一
の
効
力

を
有
す
る
政
令
を
制
定
す

る
こ
と
が
で
き
（
中
略
）

地
方
自
治
体
の
長
に
対
し

閉
会
の
と
き
、
発
す
る
こ

と
が
で
き
る
法
律
に
代
わ

る
命
令
で
す
。
た
と
え
ば

悪
名
高
い
治
安
維
持
法
は
、

帝
国
議
会
で
も
異
論
噴
出

で
廃
案
。
と
こ
ろ
が
天
皇

制
政
府
は
緊
急
勅
令
で
改

定
を
強
行
し
た
の
で
す
。

現
憲
法
は
反
省
に
立
っ

て
、
行
政
当
局
者
に
と
っ

て
濫
用
さ
れ
易
く
、
議
会

及
び
国
民
の
意
思
を
無
視

し
て
国
政
が
行
は
れ
る
危

険
が
多
分
に
あ
る
と
指
摘

し
、「
緊
急
事
態
条
項
」
は

置
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

憲
法
第
九
章
は
改
正
の

章
で
す
が
、
自
民
改
憲
案

「あたらしい憲法草案のはなし」太郎次郎社から


